t 薄めた台所用洗剤（中性）とスポンジで浼う。 

※お手入れ後は、水気をよくふき取り、本体にセツトしてください。 

I ※たわしやみがき粉は使わないでください。 

j * 排気カノ（一の下の油汚れもお手入れしてください。 

I ニン \汚れて目詰まりしたまま使うと、安全装置が作動して通電を停止したり、グリル使用中 
にグリルドアから煙がもれたりする場合があります。 



やわらかい布でふき取る。 

汚れがひどいときは、台所用洗剤（中 
性）を薄めて、ふきんにしみ込ませ 
てふき取り、その後乾いたふきんで 
からぶ•きする。 


_水にぬらさないでください。故 
障の原因となります。 

馨ベンジン，シンナー。漂白剤， 
アルカリ性洗剤は使わない y 
_金属製®たわし*スポンジのナ 
イロン面でこす5ないでください。 


グ U ル© S 手入れは- 
卜, P ,32 〜 33 j 


調 


① 薄めた台所周洗剤（中性）とお湯で洗う。 

•たわしやみがき粉(クレンザー)は使用しないでください。 

② 鑛底や外側の異锪や汚れをとる。 

馨汚れがこびりついたまま使-3と、油温を正しくコント□••ールでき 
ないことがあります。またトッププレートが汚れます。 

③ 洗い終わった5水気を切り、乾いた5内側に軽く食用油をぬる。 
參洗ったままにしておくとさびる場合があります。 

天ぶら鍋に同棚の説明書をよく読んでご使 
用ください。 

•鍋底が反ってきたり、変形した場合は使用 
しないでください。お買い上げの販売店で 
お買い求めください 。 r R 5 1 


:―疆画， 

谁 : r: 


擊入れ 
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とってを両手でし3炒り持ち、 
ゆっくり止まるまで引き出し、 
手前を少し上に}巻ち上げなが 

S JUa oooAja 

tYW 



受 .on 



グリルドアノ (ネを押さえずに無理に外すとグリルドアが 
破損したり、変形することがあります。 


ij -； III グ Ujb ドアを受歷删へ倒すようにし、 
- y | r 左右2個 ffl ツメを外す 
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纖嫌 

響焼■は絶対にセットしないでくださし、。グリル 
での調理後に行う自動クリーニングより、庫内 
クリーニング©方が強力なため % 焼網のフッ素 
加工が傷みます。 

_においを軽減しますが、汚れは除去できません C 3 
_クリーニング中は、グリル庫内の油を焼き® 
るため煙が出る場合があります。必ずレンジ 
フードを使用してください。 


© 


薄めた台所 ffl 洗剤（中性）とスポンジで洗う< 


馨た:わし*みがき粉は使用しないでください。（表画を傷つけます。） 

⑩グリルドアは、食器洗い乾燥機や食器乾燥器には入れないでください。（樹脂部が変形します。: 






薄めた台所用洗剤（中性）とスポンジで洗う。 

/ソ^丄 a 酬のフッ麵 I を傷めないでくださ U 。 

•たわし*みがき粉は使港しないでください。（表面を傷つけます。） 

_金属製のたわし，スポンジのナイ□ン面でこすらないでください。フッ素加工に傷が付いたりはがれたりすること 
があります。 

⑩焼網は食器洗い乾燥機に入れたり、アルカ U 性の洗剤を使ったりしないでください。 

⑩ご使用の度にお手入れしてください。 

汚れがこびりつくと調理物が取りにくくなることがあります。 

_焼網は消耗品です。フッ素® i ェが傷んだ場合は、お買い上げの販売店でお買い求めください。 （ •:： R 5 ; 






庫内ク U — ニンクをご使用ください。グリル庫内の油汚れを乾燥させ、においを軽減することができます。 


燒綱を觀り外 U グ U ルドアを確実 
に閉める 

si I 」を『ピッ』と_るまで押し、 

電願を入れる(ランプが点灯します: 


: 〆 を3秒押 U 

ランプを点灯させる 


卿ス5十を押し、邏鐵する 


メ □デイー■鶴うたら終了です。 


ii けて使わないときは 


を押し、電源を切る 

(ランプが消灯します) 


グ山レ庫内に落ちた食品カスなどは、グ U ル靡内 
が冷えてから手袋などをして取り除いてください。 

土'：，'::二 

グリ）レ庫内は金属部が数多くありますので、 
やけどやけがに十分注意してください。 


クリーニング中は表示部に n を表示します。約 
10分で終了します。 

途中で停止した:い場合は、を抨します。 


_庫内の混度が約 sot 以下になる 
まで焼きかげんランブが点滅し N 爪氣 

高温注意表示をします。 mmT 


a 手入れ 

















































_ 圖圖 




邏爾しな n 


籲響雨纖 _,_ ， _ 懷 11 ^, __ 魅:_■画画 

専用ブレーカーを入 n てください。 

響電源が切れていませんか。（爾源ランプが消えている。） 
電源を入れてください。 

* 電源をブザーが_るまで押してください c 

:テ：:-:圍 HiiilSiil __ li :::::: ::■ 

電源を「入」の状態で約30分放置するとオートパワーオフ機能が働き、 
画圓__籠__疆 _ i _ 議1111::; 

•麵漏圃圍麵 iH 瞧圓麵麵_籠_■麵圓 ■:!: 

チヤイルドロックを解除してください。 (: ± P 2 BJ 

參左•右 IH ヒーターで使える鐫を使用していますが。: N :: 

(使える鍋について〔峰 R 12 D 


使用途中にヒータ ー® 
通電か檸止した。 

(切り忘れ随止自_停 
止機能） 


響'! ■ 癧證釀鼸__儒111讎麵讎 ■■ 

各ヒーターに一定時間経週すると目動的に通電を停止毒る、切り忘れ防 
| it 自動停止機能が設けられていま Tc 
* 左，右 H ヒーター•は操作後約415分 
•グリル（手動調理）は約30分 

:切り忘れ防止 g 動停止機能が働いた時はブザーでお知らせします。 

:再度、通電をスタートしてください。 


⑩鍋をヒーターの中央に置いていま苷力誦 
灾力 icW フンプか父互 _使えない鋼を圍いていませんが■:•スマ 
に点灯 b 肩 30 渉後にぬ厭る論置ぃてく歷 ㈣ : 

消灯した。 

(棚検翅自動停]!:機能、 _ 


鐲無し自_停 it 機 _) 


.:. 8 Q S Saoae ； • 

f #' 灯 

nn m ^ : 


使用途中に停曙に 

ナ r ^ 


鍋底®直径が小さかつ 
たり、麵底が反ってし、 
る鍋は炎力が弱<なる 
ことがあります。 


約30秒後、ブザーが鳴り、火力表:示ラン：7が消え、通電を停止します。 
付属の天ぶ5鍋で確認しても同じ場合はお買し\上げの販売店にご■絡くださ“ 


•通電中のヒーターは停止 U タイマ取&消されます。 

參電源#入れ、もう一度操作を■めから行ってく纪さ⑴ 
• 議灑圓讎!纏___■濯 iir _ iiSP 画 m 


* 電源ランプが点灯します。 

::•: 浓故 .: 故•:你 

：A ; ,0|トッププレ-卜やグリルドアおよび 
Aiiil 動など触れ就、 




,/!\：：：…… 


， "" か ^^^^ 


_麵画の画径が 12 〜 26 em のもので銅底®そりが 3 mm 以下のものをご使用 

. A> .H . JL^ / «. . .. . . 

|_讎____1懸;115,卜:::：:::::彳 

•自動湯 to かし 0 場合は、鍋底®直径が〗 5 〜 23 cmCD もので、編底が平? 5 凝 
:( 11 庭 0 )_凸:(:麗 6 ) 釋議 : J : 1 :をご使用く雜寒い ■ ； ii ；； i ；； ii ； 

f R 1 g 1:_ :調 ■ 


34 
























































































































































































































































































